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体育系女子大学における設置科目と取得可能資格に対する学生ニーズの年次変化
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Annual changes in student needs for subjects and qualifications at 
women’s college of physical education
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Abstract
We analyzed variations in student needs for establishing specialized subjects and qualifica-
tions, with the goal of obtaining data concerning revision of education content and the state of 
support at a women’s college of physical education and sports science. The following results 
were obtained.
⑴　A trend was shown for courses on nutrition, psychology, pedagogy, medicine, and coaching 
to be classified as foundation subjects for students majoring in athletics, and this trend did 
not change over the 4-year study period.
⑵　There was a trend for interest in subjects to change along with yearly grade advancement 
from competition to health focus.
⑶　Some students did not perceive a junior/high school teacher’s certificate to be an adequate 
qualifications and intention for acquisition was high throughout the 4-year study period.
⑷　There was a tendency to attach importance to acquisition a variety of qualifications which 
was maintained even with yearly grade advancement. However, 3rd and 4th year students 
showed a tendency to attempt to acquire qualifications in a preferential manner.
⑸　Although there were characteristic changes in motivation for acquisition of each qualifica-
tion, a gradually declining trend was shown overall.
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Ⅰ．緒　　言
　近年、各大学で個別に学生満足度調査に基づく研
究１－５が行われている。各大学で個別に学生満足度
調査が行われる理由としては、「何を教える大学な
のか」、「どんな大学なのか」という点において大学
ごとに抱える問題に大きな違いが存在しているから
のようである。
　一つ目の「何を教える大学なのか」の問題は、溝
上６の「大学や学部が組織として学生をどのように
育てようとしているかを見る場合、カリキュラムを
見るのが一番いい。それは、大学・学部相対の教育
意志と指導計画の表明こそがカリキュラムなのだか
らである。」という指摘や、大学教育に関する全国
調査７の「授業内容・方法の改善を行う場合、個々
の教員の努力が必要であることは当然だが、それに
加えて配慮されるべきことは、学部・学科レベルで
教育の目標を明確にし、それに沿って各授業内容の
調整や教授法を検討するなどの組織的な取り組みを
することであろう。」という指摘などを理由に発生
してきているようである。すなわち、学生の学習経
験を考慮して編成される各大学・学部・学科のカリ
キュラムが各大学・学部・学科の学生を育てるカリ
キュラムであるのだから、そのカリキュラムを見る
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ということは、カリキュラムとしての教育計画のな
かで、学生の学習経験に影響を及ぼしている要素群
は何かを見るということになる６のではなかろう
か。従って、全ての大学・学部・学科を一様にして
論じることはできないということになる。
　二つ目の「どんな大学なのか」の問題に関して
は、「授業を超えたところで暗に授業を規定してい
る『世の中での大学の位置づけ』や『大学の方針』『学
部・学科』『学生気質』などが取り上げられなけれ
ばならない」８と指摘される点から発生しているよ
うである。特に、学習態度や授業の意味を問うとき
等には、例えば、どの程度勉強してきた者が集まっ
ているのかといった学生要因、その大学は社会的に
どのような立場にあるのか、またその大学の就職状
況はどうなのか、国立なのか私立なのか、さらには
女子大か短大なのかといった大学要因、学部要因等
が十分に考慮されなければならない。同じ大学で
あっても学生の質は学部間で異なっており、学習意
欲においてもその質は非常に多岐的である９。これ
までの研究が、大学や大学生の様々な特徴をほとん
ど考慮することなく論じられてきたことに多くの問
題が残されている。これについても、全ての大学・
学部・学科を一様にして論じることはできない。
　今後、大学における学生満足度に関する研究は、
大学・学部・学科ごとにさらに個別化・細分化の進
行が予測される。それは、溝上ら８が「理念の重要
性とそれを行っていく現実とのギャップは、どこの
大学でも経験している。理念もそれを現実化できて
ワンセットと考えていきたい。」と指摘しているこ
とからも、各大学における研究上重要な位置づけで
検討され続けるものと推察できる。
　一方、大学生の学習意欲と職業イメージの関連に
目を向けた研究についても1996年以降盛んに行われ
るようになってきている９。これは、大学生の学力
や学習意欲の低下10－12とともに、安定した将来設計
を描くことのできない13，14現代社会が関係している。
　大学生の諸活動への参加状況と大学入学後の学業
への満足度や大学生活の充実度との関係、およびそ
れらと職業に関する事項との関連を検討した研究13
や、「学習意欲」及び「大学生活の満足度」が「将
来のキャリア」に影響を与えていることを示唆する
研究15－19などが数多く報告され、学業に意欲的に取
り組むことが大学生活の満足度に繋がり、ひいては
将来のキャリアにも繋がることを明示すること14に
まで言及した研究も存在するまでに至っている。
　もう一歩踏み込んだ形では、各学部・学科が開講
する専門教育科目に着目した研究も実施されてい
る。教育・研究をはじめとする大学に対する総合満
足度と、専門科目や教員への満足度が高いことが、
卒業後の満足度につながっていることを示唆する研
究２や、専攻分野の学問に対する興味、およびその
専門分野を履修することによって将来就くことが可
能な職業に対する満足度に強く影響することを証明
した研究10等がある。特に勝矢ら２の研究において
は、「専門教育科目のメニュー」は学年が進むにつ
れて満足度が上がることも明らかになっている。
　また、女子の特徴をとらえた研究20もみられる。
その研究では、「新たな知的世界に意識が広がるも
の」を重視する回答が一番多く見られることから、
現代の女子学生も基本的には非常にまじめで、講
義・演習等に対して真っ当な欲求を持っていること
を再認識する必要があると結論している。しかし、
続いて「自分の興味や知的欲求に合うもの」、「自分
の実際生活に役立つもの」を強く求めているという
点では、旧来の「学問の府」としての大学像からの
乖離も見られる点を問題として捉えている。さら
に、女子学生の場合「大学生活が満足でも不満でも、
その理由となるのは『学業』が第１位である。」21こ
とを明確にした研究も存在するに至っている。
　上述のことから、将来のキャリアに最も強く影響
を与えるものは専門科目に対する学習意欲の向上で
あることが明らかである。つまり、学生満足度を向
上させるためには、専門科目の学習意欲を如何に向
上させるかが鍵ということになろう。特にその傾向
は、女子に顕著であることも実状として捉えられて
いる。
　さらに、学生の授業満足と実力獲得のギャップに
ついても、さまざまな場所で論議され調査・研究が
進められている。ベネッセ教育総研の調査報告によ
ると、大学満足度の阻害要因と考えられる「イメー
ジギャップ」の大きい項目は、授業・学習に関する
ものと、進路支援に関するものとされている22。大
学教育への期待と取り組みに関する分析において
も、期待度・取り組み度ともに、「専門科目」「資格
取得」の順に高いことが明らかにされている22。す
なわち、専門教育と出口準備教育に対する学生ニー
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ズは非常に高いにもかかわらず、大学において最も
対応が遅れているのも同分野ということになる。
　過去の「イメージギャップ」に関する調査・研究
は、在学中や授業直後のある一時期に調査される場
合が多かったようである。しかし、専門教育と出口
準備教育の成果は、実際に役立ったかどうかが判定
されなければならず在学中の判定は難しい。この観
点から、梶田23は、大学における教育成果は、時間
を経た後にその大学での教育経験がどの程度どのよ
うな形で役立っているかという視点から検討されな
くてはならないとし、①卒業の時点における学生の
振り返り、②卒業後の学生の進路、③年月がたった
後の卒業生の振り返り、④年月がたったあとの卒業
生の活躍状況の４点を学生側の評価視点とした上
で、振り返り調査・評価の重要性を指摘している。
このことに従うように、近年の研究もある時点での
振り返り調査を中心に据えた場合が多くなっている
ようだ。学年進行とともに学生の意識や意欲も変化
することは当然のごとくあるはずなのだが、入学年
度から卒業年度までの学習意欲の変化に着目し追跡
した研究例は、我々が調べた限り見当たらなかった。
　そこで本研究は、研究対象大学における教育内容
の再検討に際しての資料を得ることと、在学生に対
する種々の援助のあり方の参考資料を得ることを目
的に、現在設置されている専門科目と取得可能資格
に対する学年進行による学生のニーズ変化を分析す
ることとした。
Ⅱ．方　　法
Ａ．科目・資格の概要と分析の対象
１．科目・資格の概要
　今回対象とした体育系女子大学で開講されている
専門教育に関する科目数は115科目であり、在籍中
に取得あるいは取得に際して一部受講・受験が免除
される資格は、初級・上級等の別を加味すると24資
格となる24。
２．調査・分析の対象
　当該大学2008年度１年次在籍学生189名、2009年
度２年次在籍学生191名、2010度３年次在籍学生201
名、2011年度４年時在籍学生203名を調査対象とし、
１年次169名、２年次149名、３年次132名、４年次
144名の有効回答分を分析の対象とした。なお、
2008・ 2009・2010・2011年度の在籍学生数の違い
は、退学者、所属変更者、編入学者等による増減で
ある。
Ｂ．調査の内容と方法
１．調査内容
　「興味深い科目」と「取得希望の高い資格」はな
にかを明らかにできるよう調査票を構成した。より
深く学んでみたいと思う科目については19項目を設
問し、資格取得希望の度合いについては、13資格に
縮約し５件法により判定してもらう方法をとった。
縮約した科目・資格、およびその略称は以下のとお
りである。
〈科目〉
　①体育原理、スポーツ哲学に関する科目（原理）、
②栄養、スポーツ栄養に関する科目（栄養）、③体
育史、スポーツ史に関する科目（歴史）、④体育社
会、スポーツ社会に関する科目（社会）、⑤体育心
理、スポーツ心理に関する科目（心理）、⑥解剖生
理、運動生理に関する科目（生理）、⑦バイオメカ
ニクスに関する科目（バイメカ）、⑧経営管理、マ
ネジメントに関する科目（マネジメント）、⑨発育・
発達、老化に関する科目（発育）、⑩測定・評価に
関する科目（測定）、⑪保健体育科教育に関する科
目（教科）、⑫障害者スポーツに関する科目（障
害）、⑬福祉、介護・看護に関する科目（福祉）、⑭
健康・体力づくりに関する科目（健康）、⑮医学、
救急処置に関する科目（医学）、⑯人類、文化に関
する科目（人類）、⑰体育方法、スポーツ方法に関
する科目（方法）、⑱コーチング、指導法に関する
科目（コーチング）、⑲上記以外の科目（その他）
〈資格〉
　①中高教員免許、②健康運動指導士（実践指導
者）、③アスレティックトレーナー、④小学校教員
免許、⑤レクリェーション・インストラクター、⑥
障害者スポーツ指導員、⑦エアロビックダンスエク
ササイズインストラクター（A. D. I.）、⑧アクアビ
クスインストラクター、⑨スポーツリーダー、⑩競
技別指導者（コーチ）、⑪スポーツプログラマー、
⑫クラブマネージャー、⑬図書館司書
２．調査方法
　全ての調査を、集合調査方法を用いた無記名方式
で実施した。実施時期は、後期終了後の２月上旬に
行われるクラス担任ガイダンス時とした。
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Ｃ．分析の内容と方法
　深く学びたい分野については、χ2検定およびコ
レスポンデンス分析を用い年次別と分野別の関係を
検討した。取得したい資格については、主成分分析
を用い情報の縮約を行うとともに、取得希望度を年
次間と科目間の差について一元配置分散分析の多重
比較検定を用い判定した。本来なら、個人の１年次、
２年次、３年次、４年次の変化を測定したいため対
応のあるデータとして扱うべきであろうが、研究初
年度から無記名方式の調査方法をとっていることに
加え、学年進行に伴う学籍移動が多く起こっている
ことから、年次ごとの群データとして処理した。分
析に当たっての統計処理は、IBM SPSS Statistics 
19.0を用いた。
Ⅲ．結果と考察
Ａ．深く学びたい分野
　より深く学びたいと思う科目分野について年次別
に違いが生じるのか、回答分布、χ２検定、調整済
み残差、コレスポンデンス分析を用い検討した。
　回答率が30％を超えた科目は、１年次では、心理、
コーチング、教科、栄養、医学、健康、方法、マネ
図１　大学生が興味を抱いた科目（年次推移） 
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ジメント、２年次では、心理、栄養、健康、コーチ
ング、医学、教科、障害、３年次では、栄養、心理、
健康、教科、コーチング、障害、方法、医学、４年
次では、栄養、健康、心理、教科、コーチング、障
害、医学、方法であった。内、４年間ともに30％を
超える高い回答率を得た科目は、栄養、心理、教科、
健康、医学、コーチングとなった（図１）。
　各年次の回答率の差について検討したところ、
χ2値が0.1%水準で有意であったことから、興味深
い科目に年次差のあることが明らかとなった。年次
によってどのような違いがあるのか調整済み残差を
用い判定した。結果、調整済み残差の絶対値が1.96
より大きく有意であると判定された箇所が13箇所見
つかった（表１）。１年次ではマネジメント、コー
チングが他年次よりも有意に高く、健康、障害が有
意に低い。２年次では社会、測定が有意に高く、方
法が有意に低い。３年次では福祉、障害が有意に高
く、生理が有意に低い。４年次ではマネジメント、
歴史、福祉が有意に低い傾向にあることが明らかと
なった。
　また、調整済み残差の正負に着目し科目間の関連
を見ると、１年次では競技及びその支援に関する科
目、２年次では社会における健康や測定に関する科
目、３年次では社会や福祉における方法に関する科
目、４年次では医学や生理にもとづく健康に関する
科目にニーズが高まっている様子が推察された。
　これらの傾向は、科目の履修時期によってもたら
される可能性が考えられたため、各科目の開講期24
を確認した。社会系科目は１・４年次で、福祉・障
害系科目は３・４年次で、健康系科目は１・３・４
年次で、心理系科目は１・ ３・４年次で、生理系
科目は１・ ３・４年次で、マネジメント系科目は
４年次で、方法系科目は全年次で、栄養系科目は１・ 
４年次で、医学系科目は１・４年次で、コーチング
系科目は全年次で、原理・歴史系科目は１・２年次
で開講されている。上述の傾向と考え合わせると、
測定・福祉・障害系科目で開講期とニーズの高まり
に一致傾向がみられるが、全科目に対する開講期と
の強い関連性は見出されず影響はそれほどないもの
と判断した。
　そこで、行および列のカテゴリ間の差または類似
性を知るために、対称的正規化によるコレスポンデ
ンス分析を用いその傾向を調べた（図２）。イナー
シャの寄与率は、１次元が50.5%、２次元が32.0%
で、特異値は、１次元が0.129、２次元が0.102となっ
た。特異値の値が充分に高いとはいえず有効な図が
得られたとはいいがたいが、行・列それぞれのプロ
ファイル、および、前述の回答分布・調整済み残差
の検討と合わせながら解釈を試みた。
　結果、原点の近くにプロットされどの年次も共通
に興味深い科目としているのは、教科、心理、方法
であると推考された。年次ごとの特徴としては、１
年次においては、原理、バイメカ、コーチングを、
２年次は、健康、測定、障害を、３年次は、福祉、
社会、測定を、４年次は、生理、発育、栄養を興味
深いと感じる科目として位置づけている傾向が明ら
かとなった。
　以上のことを総合すると、１）栄養、心理、教科、
医学、コーチング系の科目は健康・スポーツを学ぶ
上での基礎系科目と位置づけている様子がうかがえ
る、２）１年次は１年生であるがゆえ広範囲な科目
に興味を抱いている様子がうかがえるが競技への志
向性が高い、３）２年次は基礎系・競技系から一つ
視野が広がり社会、健康、測定系の科目に興味を抱
くようになっている、４）３年次は貢献という言葉
がキーワードとなるような方法、福祉系科目に興味
が移っていく傾向がある、５）４年次は健康を考え
るうえで重要な要素を含む科目を重視しているとい
表１　学年進行と興味を抱いた科目の関係（χ2検定結果と調整済み残差の検討結果）
学年
科目
原理 栄養 歴史 社会 心理 生理 バイメカ マネジメント 発育 測定 教科 障害 福祉 健康 医学 人類 方法 コーチング
４年次（U4） －.567 1.590 －2.156 －1.762 －1.395 1.632 .308 －2.465 1.070 －.566 .554 .582 －1.953 1.029 1.033 .642 .343 －.820
３年次（U3） －.009 .284 .875 1.326 －.642 －2.094 －.397 .348 －.864 －.482 －.173 1.999 2.389 .342 －1.773 .023 1.778 －1.361
２年次（U2） －.267 －.120 .099 2.003 1.466 －.871 －1.144 －1.796 .781 2.003 －1.407 .285 1.043 1.495 －.492 －.816 －2.229 －.045
１年次（U1） .794 －1.633 1.107 －1.505 .492 1.253 1.178 3.702 －.948 －.947 .993 －2.671 －1.392 －2.712 1.151 .163 .169 2.071
１．χ2（51）=93.69，P<0.01
２．＿：｜Ｘ｜≧1.96
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比較を行った。結果、各資格の年次間、各年次の資
格間の比較の内、「中高教員免許」「アクアビクスイ
ンストラクター」「スポーツリーダー」資格の年次
間を除き有意な差が認められた（表２）。
　５件法における回答の平均値3.5以上に着目して
みたが、１・２・３・４年次ともに平均値が3.5を
超えた資格は「中高教員免許」のみであった。教員
免許の取得希望は最も高いと判断され、学年進行か
らの影響はないことが判明した。しかし、資格取得
希望者数（できれば取得したい以上に回答したもの）
の変化と最終資格単位取得者数について検討したと
ころ、資格希望はすべての資格で一時的に高まるこ
とはあっても、最終資格単位取得者数は「障害者ス
ポーツ指導員」「アクアビクスインストラクター」
の２資格を除き１年次の取得希望者数を下回ってい
ることが明らかとなった（図３）。
　これらの情報を集約した形で検討するため主成分
分析を用いた分析を行った（表３）。年次ごとに主
成分分析をすることの妥当性については、Kaiser-
う５件が推考された。基本的には、大学の４年間で
学ぶに当り重要な位置づけとなる科目に大きな変化
はない。しかし、学年進行とともに健康・体育・ス
ポーツに関する視野が広がり、アスリート志向から
健康志向へと変化する傾向が明らかとなった。
Ｂ．取得したい資格
　対象大学で取得可能な資格の取得希望度を「絶対
にとりたい」から「取らなくてもよい」までの５件
法で回答してもらい、年次間と資格間のそれぞれに
ついて傾向を分析した。
　学年進行による取得希望度の変化については、一
元配置分散分析とSidakの方法による多重比較を用
い、各年次における各資格の取得希望度の違いにつ
いては、一元配置分散分析と被験者内因子の多重比
較を用いて検討した。なお、被験者内因子の多重比
較においては、球面性の仮定は全ての年次で棄却さ
れ、Greenhouse-Geisserの検定結果も全年次0.1%
水準で有意であったため、Sidakの方法による多重
図２　学年と興味を抱いた科目のバイプロット
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表２　資格取得希望の記述統計と年次間・資格間の分散分析結果
大　　　学
資　　　　格
１年次（U1） ２年次（U2） ３年次（U3） ４年次（U4）
Ｆ値 年次間多重比較（Sidak）
Ｎ=169 Ｎ=149 Ｎ=132 Ｎ=144
Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
１．中高教員免許 4.11 1.30 3.83 1.54 3.77 1.57 3.89 1.54 1.540
２．健康運動指導士（実践指導者） 3.54 1.22 3.17 1.36 2.63 1.46 2.90 1.23 13.323 ＊＊＊ U1>U3，U1>U4，U2>U3
３．アスレティｯクトレーナー 2.64 1.37 1.75 0.96 1.48 0.90 1.94 0.96 33.182 ＊＊＊ U1>U2，U1>U3，U1>U4，U3<U4
４．小学校教員免許 2.86 1.42 2.38 1.67 2.30 1.57 2.53 1.43 4.124 ＊＊＊ U1>U2，U1>U3
５．レクリェーション・インストラクター 2.40 1.01 2.48 1.18 3.00 1.39 2.49 1.19 7.460 ＊＊＊ U1<U3，U2<U3，U3>U4
６．障害者スポーツ指導員 2.59 1.14 2.89 1.37 3.02 1.39 2.77 1.24 3.189 ＊ U1<U3
７．A. D. I. 2.11 1.13 1.95 1.16 1.60 0.93 2.03 1.11 6.075 ＊＊＊ U1>U3，U2>U3，U3<U4
８．アクアビクスインストラクター 2.06 1.18 2.01 1.20 1.96 1.30 2.26 1.18 1.690
９．スポーツリーダー 2.76 1.10 2.74 1.16 2.70 1.29 2.74 1.23 0.049 
10．競技別指導者（コーチ） 3.05 1.20 2.85 1.20 2.77 1.38 2.58 1.21 3.722 ＊ U1>U4
11．スポーツプログラマー 2.54 1.05 2.41 1.13 2.11 1.13 1.96 1.02 9.474 ＊＊＊ U1>U3，U1>U4，U2>U4
12．クラブマネージャー 2.63 1.06 2.39 1.16 2.11 1.18 1.90 1.01 13.198 ＊＊＊ U1>U3，U1>U4，U2>U4
13．図書館司書 1.85 1.08 1.50 0.90 1.42 0.84 1.57 0.89 5.983 ＊＊＊ U1>U2，U1>U3
Ｆ値（Greenhouse-Geisser） 53.881＊＊＊ 46.557＊＊＊ 47.523＊＊＊ 48.495＊＊＊
１．＊：P<0.05，＊＊＊：P<0.001.
２．<>：P<0.05
３．＿：Mean≧3.00
図３　資格取得希望者数の年次変化と最終資格単位修得者数　
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Meyer-Olkinの標本妥当性の測度（KMO）を用い、
観測変数間の関連については、Bartlettの球面性検
定（Ｂ）を、信頼性については、Cronbachのα係
数（Ｃ）を用いて判断した。結果は、１年次（KMO 
=0.727，B=P<0.001，C=0.716）、２年次（KMO=
0.747，B=P<0.001，C=0.764）、３年次（KMO=
0.688，B=P<0.001，C=0.751）、４年次（KMO=
0.750，B=P<0.001，C=0.811）となり、いずれの
年次においても主成分分析することの妥当性は高
く、主成分を考えることに意味があり合成に用いる
変数間での内的整合性は十分に高いことが明らかと
なった。解釈については、固有値1.0以上、寄与率
10.0%以上、主成分負荷量の絶対値0.400以上を基
本条件に行った。
　１年次については、４つの主成分が抽出されたが
寄与率10.0%以上を示した主成分は３つとなり、第
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様子がうかがえる。第２・第３・第４主成分におい
て、「レクリエーション・インストラクター」「障害
者スポーツ指導員」「アスレティックトレーナー」
「エアロビックダンスエクササイズインストラク
ター（A. D. I.）」「アクアビクスインストラクター」
「競技別指導者資格（コーチ）」が成分に含まれてき
た理由としては、１）「レクリエーション・インス
トラクター」「障害者スポーツ指導員」に関する科
目が３年次に初めて開講され、特に受験する必要な
く資格取得できること、２）「アスレティックトレー
ナー」に関する専門科目が３年次より数多く開講さ
れるため３年生に進級した時点で資格取得の意志を
固めなければならないこと、３）「エアロビックダ
ンスエクササイズインストラクター（A. D. I.）」「ア
クアビクスインストラクター」の資格試験が２・３
年次にかけて実施されていること、４）「競技別指
導者資格（コーチ）」の資格については、１・４年
次に表出していることから、多くの学生が所属する
運動クラブと将来教員として顧問を務める可能性が
あるスポーツ種目との関連が影響しているものと推
測された。
　以上のことを総合すると、１）「中高教員免許」
については「普遍的な資格」として捉えている傾向
が強いため取得意識は４年間低下しない、 ２）最終
資格単位取得者数は「中高教員免許」が70％を超え
るもののそれ以外の資格については60％を切る傾向
が強い、３）学年進行とともに取得意欲は変化する
１主成分は、「教員免許」「アスレティックトレー
ナー」「図書館司書」を除いた資格、第２主成分は
「教員免許」、第３主成分は「競技別指導者（コーチ）」
の資格に集約された。２年次については、５つの主
成分が抽出されたが寄与率10.0%以上を示した主成
分は３つとなった。第１主成分は、「教員免許」「図
書館司書」を除いた資格、第２主成分は「教員免許」、
第３主成分は「エアロビックダンスエクササイズイ
ンストラクター（A. D. I.）」「アクアビクスインス
トラクター」の資格に集約された。３年次について
は、４つの主成分が抽出され４つの主成分ともに寄
与率10.0%以上を示した。第１主成分は、「教員免許」
「図書館司書」を除いた資格、第２主成分は「中高
教員免許」「レクリエーション・インストラクター」
「障害者スポーツ指導員」、第３主成分は「教員免許」
「エアロビックダンスエクササイズインストラク
タ （ーA.D.I.）」、第４主成分は「アスレティックトレー
ナー」の資格に集約された。４年次については、４
つの主成分が抽出されたが寄与率10.0%以上を示し
た主成分は２つとなった。第１主成分は、「教員免許」
「健康運動指導士（実践指導者）」を除いた資格、第
２主成分は「教員免許」「障害者スポーツ指導員」「競
技別指導者資格（コーチ）」の資格に集約された。
　結果、第１主成分に集約された情報が教員免許関
係以外の資格を中心にして構成されていること、第
２主成分に教員免許の取得希望が挙げられているこ
とは、１年次からの希望をそのまま受け継いでいる
表３　資格取得希望についての年次別主成分分析結果
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC5 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4
１．中高教員免許 －0.141 0.810 0.133 －0.104 －0.012 0.791 0.133 0.270 －0.148 －0.046 0.548 0.569 0.323 0.238 0.660 0.111 0.454
２．健康運動指導士（実践指導者） 0.577 －0.175 －0.374 0.266 0.505 －0.390 0.358 －0.108 －0.142 0.494 －0.498 0.127 －0.397 0.303 －0.587 0.179 －0.074
３．アスレティックトレーナー 0.161 －0.641 －0.113 0.053 0.522 －0.320 －0.212 0.071 0.274 0.442 －0.270 0.059 0.432 0.588 －0.308 －0.309 0.021
４．小学校教員免許 0.094 0.729 0.099 0.259 －0.005 0.696 0.190 0.226 0.460 0.032 0.339 0.751 0.112 0.369 0.556 －0.004 0.572
５．レクリェーション・インストラクター 0.658 0.029 0.098 0.172 0.610 0.283 0.075 －0.497 0.180 0.498 0.486 0.094 －0.502 0.635 0.308 0.163 －0.150
６．障害者スポーツ指導員 0.523 0.239 0.170 0.396 0.546 0.382 0.117 －0.458 0.264 0.454 0.570 －0.038 －0.401 0.568 0.447 0.305 －0.211
７．A. D. I. 0.634 0.230 －0.634 －0.133 0.681 －0.154 0.558 0.248 －0.069 0.474 －0.442 0.500 0.038 0.626 －0.349 0.496 0.215
８．アクアビクスインストラクター 0.605 0.215 －0.667 －0.086 0.686 －0.086 0.597 0.212 －0.107 0.575 －0.311 0.392 －0.428 0.579 －0.462 0.555 0.112
９．スポーツリーダー 0.770 0.095 0.174 －0.267 0.737 0.218 －0.165 －0.050 －0.338 0.786 0.165 －0.189 0.177 0.520 0.314 0.207 －0.525
10．競技別指導者（コーチ） 0.497 0.128 0.404 －0.504 0.437 0.384 －0.384 0.212 －0.500 0.668 0.374 －0.135 0.316 0.651 0.425 －0.149 －0.334
11．スポーツプログラマー 0.751 －0.228 0.317 －0.139 0.783 －0.076 －0.370 －0.029 0.049 0.811 0.003 －0.312 0.092 0.790 －0.142 －0.442 －0.039
12．クラブマネージャー 0.732 －0.176 0.358 －0.015 0.772 －0.063 －0.388 0.017 0.081 0.806 0.004 －0.249 0.169 0.824 －0.171 －0.407 －0.027
13．図書館司書 0.263 －0.027 0.234 0.712 0.380 －0.159 －0.232 0.563 0.426 0.394 －0.299 0.286 0.294 0.650 －0.236 －0.203 0.384
固有値 3.870 1.895 1.543 1.215 4.219 1.853 1.429 1.068 1.001 3.976 1.846 1.615 1.314 4.502 2.198 1.281 1.201
寄与率 29.770 14.581 11.866 9.344 32.457 14.252 10.994 8.216 7.702 30.586 14.203 12.427 10.104 34.634 16.907 9.850 9.241
累積寄与率 29.770 44.351 56.217 65.560 32.457 46.709 57.704 65.920 73.621 30.586 44.789 57.216 67.320 34.634 51.541 61.391 70.632
１．＿：｜主成分負荷量｜≧0.400
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合わせると、できるだけ早い時期に自分にあった履
修計画を立てさせるための踏み込んだ科目説明・資
格説明、そして履修指導が必要と考えられた。
Ⅴ．今後の課題
　本研究を最終評価するには、研究対象とした学生
たちが卒業後どのように振り返って評価しているの
かを明らかにする必要があること、また、今回の研
究は学生たちの４年間を追跡した形式をとっている
が、完全に学生個々人を追跡した研究となっていな
いことが指摘される。いずれにしても、個人を緻密
に追跡できる研究の長期計画が必要と考えられる。
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Ⅳ．結　　語
　体育系女子大学における専門科目と取得可能資格
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後の教育内容の検討と学生援助に関する資料を得る
ことを目的に本研究を計画した。結果から、以下の
ことが指摘される。
１）栄養、心理、教科、医学、コーチング系の科目
は体育学を学ぶ上での基礎系科目と位置づけている
傾向がうかがえ、その傾向は４年間変化しない。
２）科目に対する興味は学年進行とともに競技志向
から健康志向へと変化する傾向にある。
３）「中高教員免許」については「普遍的な資格」
として捉えている様子がうかがえ、取得意志は４年
間を通じて高い。
４）各種の資格取得を重視する傾向は学年が進行し
ても維持されるが、 ３・４年次になってからは選択
的に資格取得しようとする傾向がある。
５）資格取得意欲については資格ごとに特徴的な変
化はあるものの、全体的には緩やかに低下傾向を示
す。
　今回対象とした大学においては、学生の学習や資
格取得への意欲は緩やかな低下傾向を示すものの大
きな変動は見られないことから、入学時ないしは入
学後早期に学ぶべき科目や取るべき資格をある程度
決定づけていることが予測できる。また、学習意欲
の高い専門科目と資格取得に係る科目とに関連性が
見られないことから、学ぶべき科目と取るべき資格
については分けて考えていることも示唆される。全
員もれなくというほどほとんどの学生が教員免許を
取得し、その他の資格においても多くの学生が網羅
的に取得しようとしている。男子学生と比較してい
ないため一概には言えないが、基本的に非常にまじ
めで、授業に対して真っ当な欲求を持っているとさ
れる女子学生の特徴20が表れた結果とも受け取れる
のではなかろうか。さらに、他の資格取得の意志決
定を３年次になってから行っていることなども考え
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